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土木資材としての木材の耐朽性 
－木柵工杭材の腐朽調査－  
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（担当 木材部 主任専門研究員 多田野 修）

１ 研究のねらい  

土木資材として木材を利用するために重要な

木材の耐用年数の評価を目的として、治山工事

で施工された木柵工杭材の腐朽調査を行った。 

 

２ 研究方法  
腐朽調査は、過去に県内で施工された 239 箇

所の治山工事施工地を対象として、機械（ピロ

ディン）による調査と、目視による腐朽被害度

を調査した。 

目視による腐朽被害度は、０（健全）、１（部

分的に軽度の腐朽）、２（全面的に軽度の腐朽）、

３（２の状況の上に部分的に激しい腐朽）、４（全

面的に激しい腐朽）、５（破壊）の６段階評価と

した。今回の調査では、部分的にでも激しい腐

朽が入った目視被害度３を、杭材の耐用年数の

基準とした。 

なお、使用されていた樹種は無処理カラマツ

がほとんどであり、杭径は 10cm 前後であった。

 
３ 結果  

（１）部位別腐朽進行状況 

 

ピロディン打ち込み深さにより、木材腐朽の

進行状況を部位別に比較すると、地際部は地上

部に比較しておおよそ１～２年程度腐朽の進行

が早く、地際部の腐朽状況により耐用年数が決

まることが分かった（図１）。 

（２）目視被害度による耐用年数の推定 

目視被害度３により評価した杭材の耐用年数

は約６年であった（図２）。 

（３）耐用年数到達時点でのピロディン打ち込

み深さ 

目視被害度３を示した際の客観的な木材腐朽

の評価指標であるピロディン打ち込み深さは、

地際部で32 ㎜であった（図３）。 

 

４ 成果と今後の進め方  

今回の調査により、土木資材として木材を設

計・維持管理する上で重要な木材の耐用年数の

基準が明らかになった。しかし、木材腐朽は使

用環境により異なることから、使用環境が木材

腐朽に及ぼす影響の評価が今後の課題である。 

調査状況（ピロディン）
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図 １ 　 　 経 過 年 数 と ピ ロ デ ィ ン 打 ち 込 み 深 さ と の 関 係

図 ２ 　 　 　 経 過 年 数 と 目 視 被 害 度 と の 関 係
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図 ３ 　 目 視 被 害 度 と ピ ロ デ ィ ン 打 ち 込 み 深 さ と の 関 係


